
【事業実施主体】

【連携団体】

公益財団法人
いしかわ農業総合支援機構

【目的】

【主な取組】

近年、女性の社会進出が著しい一方、本県の農
林水産業に従事している女性は、経営方針の決
定等に参画して決定権や発言権を持つ機会が未
だに少ないのが現状である。そこで、①企画力や
経営力、伝達力など、各自の夢をプランにする能
力の習得、②先輩農業者や異業種事業者などを
新たなビジネスパートナーとして、新事業を検討
できる女性農業者の育成、に向けた支援をし、農
業においての女性の登用や創業を加速化したい。

１．当機構で行動計画を作成・提案し、（公財）い
しかわ女性基金など、各連携団体に賛同を得
た上で策定

２．「夢をプランにする能力の習得」の実現に向け、
（１）女性農業者経営力向上セミナーの開催
（２）女性農業者を中心としたグループが実施す

る学習会等の開催支援
３．「新たなビジネスパートナーと新事業を検討で
きる女性農業者の育成」の実現に向け、情報交
換会、ワークショップ等を開催

・石川県
・石川県生活研究グループ連絡協議会
・いしかわ農業振興協議会女性部
・石川県中小企業団体中央会女性部
・石川県商工会連合会女性部
・（公財）いしかわ女性基金
・石川県林業研究グループ連絡協議会
・石川県漁協女性部
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事業実施概要

【１ 行動計画の策定】

当機構で行動計画を作成・提案し、（公財）いしかわ女性基金など、各連携団体に賛同を得た上で策
定。
【２ 女性の活躍の加速化に資する取組の実施】
１．女性農業者経営力向上セミナーの開催 （H26.8～H27.3 全8回）

「情報発信技術の向上」や、「農業経営の基礎」など経営に必要な基礎知識や「コミュニケーション
の取り方」「人への伝え方」などを習得し、女性農業者のキャリアアップを目的とした講座を実施。
２．女性農業者を中心としたグループが実施する学習会等の開催支援

手書きＰＯＰの書き方や地元農産物を使った料理教室など、女性農業者を中心とした小規模グル
ープの自主的活動を支援。
３．情報交換会、ワークショップの開催

女性農業者と異業種事業者との交流を目的に情報交換会を開催し、講師による農商工連携の事
例紹介や、相互の活動報告を行った。また、女性農業者と県内企業によるコラボ商品の開発を目指
すワークショップのキックオフミーティングを開催。

■事業の様子

女性農業者経営力向上セミナー 若手女性支援事業
（手書きＰＯＰ作り勉強会）

異業種事業者との情報交換会 県内化粧品企業との交流会



事業効果

今後の課題

・セミナーや学習会に参加することで、女性農業者間の交流の場が創出され、横の繋がりが強化され
た。女性農業者のネットワーク会員も増え、益々、女性農業者主体の活動の増加が見込まれる。

・女性農業者経営力向上セミナーを通して、企画力や経営力を習得することにより、自社の経営の見直
しができるようになった。経営上の問題点を洗い出し、問題点の解決に向けて取り組むことで、農山漁
村における男女共同参画の実現に向け、前進することができる。

・異業種事業者との情報交換会が刺激となり、新たなビジネスパートナーとの事業を検討したいといっ
た声が聞かれるようになった。こういった女性農業者が増えることで、地域における新規ビジネスの創
出が期待され、女性農業者が地域での活躍の場を獲得することができる。

・自主的活動への支援事業について知らず、活動を断念したという声が聞かれた。今後の女性農業者
主体の活動をより活発化するべく支援体制を強化し、県内全域に支援事業について周知徹底していき
たい。

・経営の分野に特化したセミナー開催は、他の分野について学びたい女性農業者から敬遠される結果
となった。今後は、多様な問題・課題に対応するべく、様々な分野（ＩＴ、簿記、マーケティング等）におけ
るセミナーを開催し、より多くの女性農業者の参加を促したい。

・異業種事業者との新規ビジネスを検討する一方、具体性が見えてこない。そういった女性農業者の
方々を対象に、実際に県内企業と女性農業者による商品開発に向けたワークショップを開催するなど、
新規ビジネスのきっかけ作りをしていきたい。
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